
第 217 回国会 衆議院 厚生労働委員会 第 23 号 2025 年 05 月 30 日 

 

○藤丸委員長 次に、長妻昭君。 

○長妻委員 よろしくお願いをいたします。 

 まず、石破総理、石破さん、ちょっと苦言を呈したいんですけれども、今回の年金の

法案、三月に出すというふうに約束したにもかかわらず、ごたごた、自民党の中、そし

て、四月に出すと約束したにもかかわらず、出てこない。やっと五月に出てきて、非常

に時間が短い中、私どもも、本当に今ラストチャンスなんですね、現役世代の年金の

目減りを、厚生年金の目減りを防ぐ。そういう意味では、懸命な思いで、目減りを防

ぐ、厚生年金、現役世代、これを防ぐような修正案を出して、そして、ぎりぎり今審議を

しているということなので、まず、もっと早期に出していただきたかったということを強く

申し上げておきたいと思います。 

 今回の修正案は、私は、一言で言うと、現役世代年金三割カット防止法案、こういう

ような意味合いが強いと思うんですが、この修正案、年金の底上げについて総理の

考えるメリットと、モデル世帯で節目節目でどのぐらい金額が一生涯の間増えるの

か、端的にお答えいただければと思います。 

○石破内閣総理大臣 御党を含めました三党から提出のありました修正案につきま

しては、将来の幅広い世代の基礎年金の給付水準の確保を可能にするもの、このよ

うに考えておりまして、三党で合意できたことは大変意義深いと考えております。 

 その上で、修正案も含めた法案の取扱いにつきましては、国会でお決めいただくも

のと考えておるところでございます。 

 お尋ねでございますが、そうした中で、修正案が実現いたしました場合、令和六年

財政検証に基づいて実質ゼロ成長を見込んだケースで、年代別の御夫婦の年金受

給総額を機械的に試算をいたしますと、現在六十歳の方は九十九万円、五十歳の方

は三百八十九万円、四十歳の方は五百四十一万円、三十歳の方は五百四十六万

円、二十歳の方は五百四十六万円増加する見込みとなっております。 

 基礎年金は、自営業者などが加入する国民年金のみならず、サラリーマンの皆様

方が加入しておられる厚生年金の受給者を含む全てに共通する給付でございまし
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て、政府といたしましても、基礎年金の位置づけ、修正案が実現した場合における効

果及び改正の趣旨について、丁寧に説明をいたしてまいりたいと考えております。 

○長妻委員 ありがとうございます。そのとおりだと思いますね。 

 こういう表を作ったのでございますけれども、これは、政府の試算に基づいて、今回

の修正案が、措置が実行された場合、本当に、現役世代の方々、就職氷河期を含め

て、ぐっとその年金額が増えるということで、逆に言うと、これが減ってしまうわけです

ね。減るのを抑えるという意味合いもあるわけでございます。これは赤が女性でござ

いますけれども、女性ほど、そして年齢が下がれば下がるほど、厚生年金の受給額

が増えていくということでございます。そして、一時的に減少する高齢者の方々が、受

給者がおられますので、そこは、緩和する措置を取るということは条文に明記をして

おります。 

 ただ、今そういう受給者の方も、二〇三八年を過ぎますと、今度は増加にどんどん

順次転じてまいりますので、そういう意味では、ある意味では、一部の高齢世代の年

金受給額の伸びを抑えて現役世代の将来の受給額の減少を防ぐ、こういう世代間格

差の是正という意味合いもあるというふうに承知をしております。 

 そしてもう一点、首相に改めて確認なんですが、今ちょっと誤解がありまして、先ほ

ども首相が御答弁いただいたように、厚生年金の積立金、これも、実は今も拠出金と

いうことで基礎年金に充てられているんですね、一部が。その割合を少し増やして、そ

して基礎年金を底上げするということなんですが、これは、基礎年金の底上げという

のは自営業者だけが得するんじゃないのか、基礎年金は俺たちに関係ないんじゃな

いかというふうに厚生年金受給者の方でも誤解が広がっているんですが、受給ベー

スでいうと、基礎年金の何％の上に厚生年金が乗っかっているのか、改めて政府の

見解を述べていただければ。 

○石破内閣総理大臣 厚生労働省の統計によりますれば、令和六年三月末時点で、

六十五歳の老齢基礎年金の受給権がある方は約百六万人でございます。このうち基

礎年金のみの方は約六万人、割合にすると五％ということになります。 

 したがいまして、基礎年金に加えて厚生年金も受給権がある方の割合は九五％と

いうことに相なります。 

○長妻委員 これは、政府の見解、私もそのとおりだと思いますが、つまり、基礎年金

を充実するということは、基礎年金の九五％の上に厚生年金の二階建て部分が乗っ

かっている、厚生年金受給者が底上げになるということなんですね。 
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 じゃ、五％の方々、国民年金。ただ、実は国民年金も、四割がパートとか正社員の

方なんですね。厚生年金に入れない方、自営業の方は四人に一人なんですが、じ

ゃ、その五％に当たってしまうではないかということも言われるんですが、ただ、それ

を上回る国庫負担、国の税金が、基礎年金が上がることによって、その半額が税金

なので、その税の厚さも厚くなって、全体が厚生年金底上げになる、こういう効果があ

るわけです。 

 新規財源という話もありますが、実態としては、基礎年金、三割減るのをほっておき

ますと、税の負担も下がってくる。これを逃がさないようにするというのも、税の負担を

維持していくというようなことも今回の眼目でございます。 

 こういう表を厚労省の御指導もいただいて作ったのでございますが、この左から右

に行くというイメージなんですね。厚生年金、二階建ての積立金、二階建ての厚生年

金の原資が基礎年金拠出金ということで、今も、これまでも拠出しているんですが、そ

の割合を少し増やして基礎年金に入れることで基礎年金を厚くして、そして、かつ、国

庫負担、国の税を逃さない、二分の一なので。そういうような形で三割の目減りを防

止をしていくということで、全体が底上げになるということであります。 

 将来的に、総理は国会で、九十何％の方が、将来、年金が、厚生年金が上がると

御答弁されましたけれども、じゃ、上がらない方は何％ぐらいで、その属性、年収も教

えていただければと思います。 

○石破内閣総理大臣 令和六年財政検証の慎重な想定でございます過去三十年投

影ケースに基づく試算におきまして、修正案にあります、基礎年金のマクロ経済スラ

イドを早期に終了させる措置を実施いたしました場合、最終的には九九・九％を超え

るほぼ全ての厚生年金受給者の方の給付水準が上昇する、このように見込まれてお

るところでございますが、この試算で給付水準が上昇しない〇・一％の方ってどんな

人というお尋ねかと存じます。 

 こういう方々は、四十年間の年収が毎年、標準報酬の上限に相当する一千八十万

円以上の方、四十年前から一千八十万円という方々でございます。こうした方々につ

きましては、厚生年金の給付額が、当然のことでありますが、極めて大きくなりますの

で、その減額幅が基礎年金の増額幅を上回ることが見込まれる、このように承知をし

ておるところでございます。 

○長妻委員 ありがとうございます。 
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 そして、私どもも、今回の年金の改革というのは、非常に大きなものではあるもの

の、あくまでも一里塚だということを考えているところで、不断の改革が年金は必要だ

と思うんですが、その中で、総理はそういう認識を同じくするのか否か、そして、総理

はどんな改革が必要だと考えておられるのか、端的にお答えできれば。 

○石破内閣総理大臣 年金制度につきましては、今回の法案で一定の見直しが進む

ことになりますが、法案の検討規定にも盛り込んだ基礎年金の拠出期間延長あるい

は第三号被保険者制度の在り方につきましては、今後とも議論が必要である、このよ

うに考えております。 

○長妻委員 私も同感です、拠出期間四十五年。ただ、いろいろなハードルはありま

すけれども、相当、この厚生年金グループは不公平になっている部分もありますし。

あと、三号の問題も、これも相当、不公平だという声がありますので、これらを含めた

改革というのが必要だというふうに思います。ただ、いろいろなハードルがありますの

で、それをやはり国会の中で議論をしていく。 

 そして、先日、我が党の野田代表と公明党の代表と石破自民党総裁と党首会談を

しまして、今回の年金の合意が見られたときに、我が党の野田代表が石破総裁、石

破首相に、与野党の年金改革の協議の場をやはりセットする必要があるんじゃない

か、そういうような御要請をしたというふうに承知しておりますが、これは石破総理とい

うか石破総裁として、今後、与野党の協議の場を設置する、こういうことについては、

いかがお考えでしょうか。 

○石破内閣総理大臣 これは委員もお気をつけておられて、総理、総裁というのを使

い分けて御質問いただいたところでありますが、年金制度は国民全体に関わる大き

な仕組みでございます。国会でも各党から様々な御意見をいただいておるところであ

りますので、協議の在り方につきましては、国会において適切に御議論をいただくの

がよい、そのように考えております。与野党におきまして、広い合意を形成するべく真

摯に御協議を行う、こういうことが重要であると私自身思っておるところでございます。 

 ですから、与野党において真摯に協議を行うことは重要だというふうに申し上げまし

た。その上で、協議の在り方につきましては、国会において適切なものを御議論いた

だくということが望ましいと私は考えておるところであります。 

○長妻委員 ちょっと何かよく分からないような、厚労委員会は普通にいつも議論して

いるわけですから、それと同じような話じゃなくて、一定の協議体を設けて、年金に特
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化して、私は、一年とか年単位ということも必要かもしれませんし、相当いろいろな意

識合わせを国会の中でしていくということも必要だと思います。 

 そういうような協議体というのを我が党の野田代表は申し入れたというふうに承知し

ているんですが、与野党で協議体を設けよう、これについては、総裁としていかがで

すか。 

○石破内閣総理大臣 ここで総裁として答弁をするということがふさわしいかどうか、

それはちょっと私には分かりません。今、私は内閣総理大臣としてこの場に立ってお

りますので、総裁としてどうなのだというふうなお尋ねでございますが、ここで確たるこ

とを申し上げることは難しいかと思います。 

 ただ、物が物でございますので、広いといいますか、多くの政党の方が御参加をい

ただいて御協議をいただく。そして、そんなに年数が残っているとも私自身は思ってお

りません。私自身、議員になって四十年目になりますが、最初から、消費税の絡みも

ございまして、この年金制度をどうするのかという議論をいたしてまいりました。もう随

分前のことでございます。 

 時間が残っておりませんので、そういうような議論をする場というものは、どういうも

のがふさわしいかということは、各党からいろいろな御意見も賜りまして、その上で総

裁として判断をするという場面はあろうかと思っております。 

○長妻委員 そして、最後の質問でありますけれども、配付資料の三ページ目でござ

いますけれども、これも、私も改めてなるほどと思うんですが、今の生活保護を受給し

ている六十五歳以上の方の年金の受給割合なんですよ。 

 生活保護も受給している、年金も受給しているという方が、六十五歳以上で七割以

上おられる。つまり、年金だけでは最低限の生活ができないというようなことでありま

す。ましてや、今回の法律、修正案が成立しなければ、私は、生活保護の増加がどん

どんどんどん加速するんじゃないかと思うんですね。 

 全体の財源を考えるときに、年金だけで考えるのではなくて、ほかの先進国は、年

金制度を議論するときに、生活扶助、この制度と相まって、一体として議論している国

もあるわけでございまして、これは、石破首相と、私、予算委員会で質疑させていただ

いたときに、配付資料に議事録をつけておりますが、石破首相も、年金の水準が下が

る、これを放置しておくと生活保護が増加する可能性が高いとおっしゃっておられま

す。 
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 これについて、もちろんいろいろな前提条件を置く必要はありますけれども、もう少し

精緻な、検討会議みたいなものを政府の中に、学者さんを入れて設置をして、年金が

これだけ下がると生活保護がこれだけ増える可能性がある、つまり、年金が増えれ

ば、この差額が生活扶助になるわけですから、その生活扶助の差額が減るわけで、

そういう意味では、財政についてどういう影響があるのか、年金が増える、減るにつ

いて、生活保護にどういう相関関係、財政への影響があるのか、そういう有識者を入

れた検討会議を是非設置してほしいと思うんですが、いかがですか。 

○石破内閣総理大臣 委員御指摘のように、これは、その両者がどういう相関関係

にあるか、制度として別のものでございますので、そこはいろいろな含意を込めて相

関関係とおっしゃったんだろうと思っております。また、経済情勢がどう変わるのか、

多くの要因が影響いたしますので、将来の生活保護の受給者の見込みということを

推計してみろと言われても、これはなかなか難しいところがございます。 

 その上で申し上げますが、先日のこの委員会におきまして、厚労大臣から、どのよう

な研究ができるかも含めまして、宿題という言い方をいたしますれば、宿題として預か

らせていただきたいというふうに厚労大臣から答弁をさせていただいておるところでご

ざいます。 

 御指摘も踏まえまして、どのような対応が可能なのか、望ましいのかということは、

御指摘も踏まえて、政府、なかんずく厚生労働省において検討をいたさせます。 

○長妻委員 これは、どのような対応がいいかどうかというのは、やらないということ

も含まれていると思うんですよね。 

 じゃ、やるという前提で、そういう研究、検討をするという前提でというのを、ちょっと

一言。そういう前提で検討する。 

○石破内閣総理大臣 宿題はやらないと叱られますので、ちゃんとやります。 

○長妻委員 本当に私も長年いろいろ国会で質疑しておりますけれども、総理の今み

たいな一言というのは相当大きいんですね。 

 今、宿題はやらないと叱られるということは、やはり検討を前提としてやっていくとい

うことだということを、もう一回だけ念を押させていただきたいと思います。 
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○石破内閣総理大臣 それは、どういうやり方がふさわしいのかということは、これは

もう党利党略でも何でもございませんので、責任を持つ政府といたしまして、それを検

討するという場を設けるということは、それはあってしかるべきだと思っております。 

○長妻委員 どうもありがとうございました。 

 将来世代、氷河期世代を含む現役世代の年金、厚生年金の目減りを防いでいくと

いう、非常に、もう待ったなしの課題が、この修正案、入っておりますので、何とか一

刻も早くこれを食い止めたいという思いがございますので、是非、私たちも取り組ん

で、頑張っていきたいと思います。 

 どうもありがとうございました。 

○藤丸委員長 次に、青柳仁士君。 
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